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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第44期

第３四半期
連結累計期間

第45期
第３四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日

自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日

自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日

売上高 (千円) 3,477,670 3,658,290 4,694,453

経常利益 (千円) 453,734 438,599 559,599

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 379,684 277,794 446,436

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 393,994 295,381 468,615

純資産額 (千円) 2,007,265 2,345,340 2,081,600

総資産額 (千円) 5,254,522 5,785,230 5,211,786

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 38.98 28.53 45.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.2 39.9 39.9
 

 

回次
第44期

第３四半期
連結会計期間

第45期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年12月１日
至 平成27年２月28日

自 平成27年12月１日
至 平成28年２月29日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 15.47 10.78
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４.「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外では、とりわけ、中国及びその他新興国経済の減速が鮮

明となり不透明感が増しつつあるものの、国内では、企業収益や雇用情勢の改善がみられる等、総じて緩やかな回

復基調で推移しております。

当社グループを取り巻く環境は、東京オリンピック需要、都市部の建設プロジェクト需要、国土強靭化基本計

画、震災復興需要等の内需に支えられ、業績は堅調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,658百万円(前年同期比5.2％増)、営業利益は438百万円(前年

同期比4.9％減)、経常利益は438百万円(前年同期比3.3％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は277百万円(前

年同期比26.8％減)となりました。

品目別売上高につきましては、形鋼加工機は2,356百万円(前年同期比6.9％増)、丸鋸盤は509百万円(前年同期比

13.1％増)、金型は280百万円(前年同期比4.7％減)、受託事業・その他は121百万円(前年同期比2.5％減)、部品は

334百万円(前年同期比5.1％減)、サービスは55百万円(前年同期比9.4％増)となりました。

　

なお、当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

　

(2) 財政状態の分析

 （総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は5,785百万円となり、前連結会計年度末に比べ573百万円

増加となりました。

　これは、主に現金及び預金が56百万円、たな卸資産が247百万円、固定資産が329百万円増加したこと、また受

取手形及び売掛金が67百万円減少したこと等によるものであります。

 
 （負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は3,439百万円となり、前連結会計年度末に比べ309百万円増

加となりました。

これは、主に支払手形及び買掛金が135百万円、短期借入金が300百万円、未払法人税等が43百万円、その他(流

動負債のその他を含む。)が101百万円増加したこと、また長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む。)が

277百万円減少したこと等によるものであります。
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 （純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,345百万円となり、前連結会計年度末に比べ263百万円

増加となりました。

　これは、主に利益剰余金が248百万円、非支配株主持分が38百万円増加したこと、またその他有価証券評価差額

金が22百万円減少したこと等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年２月29日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,200,000 10,200,000
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
　単元株式数 　1,000株

計 10,200,000 10,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月１日～
平成28年２月29日

― 10,200,000 ― 1,874,083 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

 

① 【発行済株式】

   平成28年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
 普通株式　42,000
(相互保有株式)
 普通株式 980,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

9,118,000
9,118 ―

単元未満株式
 普通株式

60,000
― ―

発行済株式総数 10,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,118 ―
 

(注) １．単元未満株式には当社所有の自己株式871株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  平成28年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

42,000 ─ 42,000 0.41

(相互保有株式)
 タケダ精機株式会社

石川県能美市
吉光町ト72番地1

980,000 ─ 980,000 9.61

計 ― 1,022,000 ─ 1,022,000 10.02
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年12月１日から平成

28年２月29日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成28年２月29日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているアーク監査法人は、平成28年１月４日付で、明治監査法人と合併し、同

日付で名称を明治アーク監査法人に変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 562,692 619,095

  受取手形及び売掛金 ※1  1,206,644 1,139,335

  製品 598,554 718,912

  仕掛品 222,066 300,502

  原材料 289,470 337,975

  繰延税金資産 50,686 34,986

  その他 8,525 32,174

  貸倒引当金 △187 △102

  流動資産合計 2,938,454 3,182,879

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 658,786 648,442

   土地 1,021,729 1,021,729

   その他（純額） 303,493 541,351

   有形固定資産合計 1,984,009 2,211,522

  無形固定資産 47,213 124,844

  投資その他の資産   

   その他 245,249 269,122

   貸倒引当金 △3,140 △3,140

   投資その他の資産合計 242,109 265,982

  固定資産合計 2,273,332 2,602,350

 資産合計 5,211,786 5,785,230

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 393,183 528,527

  短期借入金 780,000 1,080,000

  1年内返済予定の長期借入金 438,852 356,164

  未払法人税等 87,041 130,716

  賞与引当金 93,016 54,707

  役員賞与引当金 18,000 16,932

  製品保証引当金 3,911 3,852

  その他 312,732 192,563

  流動負債合計 2,126,736 2,363,462

 固定負債   

  長期借入金 786,795 591,816

  繰延税金負債 54,907 60,477

  役員退職慰労引当金 74,592 115,739

  その他 87,154 308,394

  固定負債合計 1,003,449 1,076,427

 負債合計 3,130,185 3,439,889
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,874,083 1,874,083

  利益剰余金 268,659 517,235

  自己株式 △86,012 △86,484

  株主資本合計 2,056,730 2,304,835

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 23,510 935

  その他の包括利益累計額合計 23,510 935

 非支配株主持分 1,360 39,570

 純資産合計 2,081,600 2,345,340

負債純資産合計 5,211,786 5,785,230
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年２月29日)

売上高 3,477,670 3,658,290

売上原価 2,431,639 2,563,305

売上総利益 1,046,030 1,094,984

販売費及び一般管理費 584,761 656,202

営業利益 461,269 438,782

営業外収益   

 受取利息 140 86

 受取配当金 1,334 1,478

 仕入割引 17,605 21,724

 受取賃貸料 3,490 4,628

 助成金収入 1,050 1,500

 その他 7,671 4,984

 営業外収益合計 31,292 34,402

営業外費用   

 支払利息 26,211 19,767

 売上割引 8,568 12,036

 その他 4,047 2,781

 営業外費用合計 38,827 34,585

経常利益 453,734 438,599

特別利益   

 固定資産売却益 － 11,168

 補助金収入 － 77,606

 特別利益合計 － 88,775

特別損失   

 固定資産除却損 174 158

 特別損失合計 174 158

税金等調整前四半期純利益 453,559 527,216

法人税、住民税及び事業税 58,861 175,914

法人税等調整額 15,013 32,400

法人税等合計 73,875 208,315

四半期純利益 379,684 318,901

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 41,106

親会社株主に帰属する四半期純利益 379,684 277,794
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年２月29日)

四半期純利益 379,684 318,901

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 14,310 △23,520

 その他の包括利益合計 14,310 △23,520

四半期包括利益 393,994 295,381

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 393,994 255,218

 非支配株主に係る四半期包括利益 － 40,162
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び

事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 ※１ 期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が前連結会計年度末日に決済が

行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

受取手形 9,159千円 ― 千円
 

 

 ２ 当座貸越契約

当社グループは運転資金の効率的な調整を行うため、取引銀行６行(前連結会計年度は取引銀行６行)と当座貸越

契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

当座貸越極度額 2,300,000千円 2,200,000千円

借入実行残高 780,000 〃 1,080,000 〃

　差引額 1,520,000千円 1,120,000千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日)

減価償却費 106,392千円 127,408千円
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(株主資本等関係)

 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成27年２月28日)

 １．配当金支払額

 該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 該当事項はありません。

 

 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

 １．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月27日
定時株主総会

普通株式 30,473千円 3.00円 平成27年５月31日 平成27年８月28日 利益剰余金
 

 (注)　配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成27年２月28日)

当社グループの事業は、工作機械関連事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

当社グループの事業は、工作機械関連事業の単一セグメントであるため記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日)

   １株当たり四半期純利益金額 38円98銭 28円53銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額                  　 (千円)

379,684 277,794

   普通株主に帰属しない金額　　　　 　 　(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額     　　　　  　　　(千円)

379,684 277,794

   普通株式の期中平均株式数　　　　　　 　　(株) 9,741,199 9,738,494
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年４月８日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

 

明治アーク監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   二   口   嘉   保   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   米   倉   礼   二   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケダ機械株式

会社の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年12月１日から平

成28年２月29日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成28年２月29日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の平成28年２月29日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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